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筆者は、ドイツをはじめて訪れた 1980年 12月以来、ハイデルベルクに都合 5、6回程度足を














筆者と南アジア研究所とのご縁は、後述するハンス・ハーダー教授（Prof. Dr. Hans Harder）の
前任者で、当時南アジア研究所の近現代インド学講座の主任であったモニカ・ベーム・テッテル




















































































































klassische Indologie講座のアクセル・ミヒャエルス教授（Prof. Dr. Axel Michaels）が編集主幹となり、

























Klassische Indologie （Kultur- und Religionsgeschichte Südasiens）（古典インド学）




























































ヒンディー語講師のMag. Gautam Liu氏、Felix Otter研究員（サンスクリット研究、インド建築学）、











































































































ハイデルベルク大学全体の重点プロジェクト“Cluster of Excellence in Asia and Europe in a Global 













力する意味合いも大きいとのことである 33。クラスター・プロジェクトは第 1フェイズが 2012








れたのである。新規の 5ポストは、Buddhist studies、cultural economic history、global art history、




ルクハイム地区に、カール・ヤスパース通文化高等研究センター（Das Karl Jaspers Zentrum für 
Transkulturelle Forschung （KJC） ）を設けており、プロジェクト資金で建物 ･施設の維持管理がな
されている。以前病院だった建物だと、センター内の各所を案内してくれたミヒャエルス教授（セ
ンター長）が教えてくれた。たしかに館内には薬剤の臭気がかすかに漂っている。センターの所



















































I express my sincere gratitude to all the staff members of The South Asia Institute, Heidelberg University, 
especially Prof. Dr. Axel Michaels, Prof. Dr. Hans Harder, and Dr. Martin Gieselmann.
注釈








3   実際、後述するミヒャエルス教授やサックス教授などの面々も、キャンパス内およびキャンパス間の移動に
専ら自転車を用いている様子である。
4   筆者はヘンケル先生、当時ご所属の教皇庁立ウルバニアーナ大学、および同大学刊行の書誌学誌について、
本学附属図書館報に紹介文を寄せている（山下博司「＜ビブリオグラフィア・ミッショナリア＞とウルバニアー
ナ大学図書館」『木這子』27.1、2002年、3-7頁）。
5   なお、国立民族学博物館での「現代南アジア地域研究プロジェクト」2010年度第 1回研究会（2010年 5月 22日）
において、「ハイデルベルク大学南アジア研究所（Südasien Institut, Universität Heidelberg）」の題目で、2010年 3
月訪問時の報告を行っている。
6   QS世界大学ランキングでは、2010年がドイツ 1位・世界 51位、2011年がドイツ 1位・世界 53位、2012年が（ミュ
ンヘン工科大学に次ぎ）ドイツ 2位・世界 55位にランクされる。すなわち、総合大学ではベルリン自由大学な
どを抑え常にドイツの首位に立つ（The Times World University Rankings 2012-13では、ゲッティンゲン大学に次
ぎドイツ 2位）。
7   http://www.uni-heidelberg.de/university/（閲覧日 2012年 8月 31日）。
8   赤木登代「ドイツ第一波女性運動における女子教育（第Ⅰ報）─市民層の理念および実践─」『大阪教育大
学紀要』第Ⅰ部門第 55巻第 2号（2007年 2月）、5頁。ちなみに東北大学は、周知のように、1913年に日本の
大学として初めて女子学生 3名を受け入れている。
9   南アジア研究所の設置はヤスパースの存命時であったが、彼が研究所と直接の関わりをもったとの証拠はな
い。
10  梅原猛『日本文化論』講談社、昭和 51年、27-30頁を参照。














16  自らもヒンドゥー教を研究する Gérard Colas は、学術出版の書評を扱うウェブページ http://lhomme.revues.org/
index2761.html（2012/10/16閲覧）で、ミヒャエルス教授の著書 Der Hinduismus: Geschichte und Gegenwart （München, 
Verlag C. H. Beck, 1998）について以下のように解説している。“L’auteur tire sa documentation de l’indologie 
textuelle et de l’ethnologie, estimant d'ailleurs qu’il est temps de fonder une discipline qui les réunirait （sans que cela se 
fasse aux frais de « l'indologie philologique », ajoute-t-il）, et qu'il nomme « Ethnoindologie ». L’interrogation que suscite 
cette ambition, à savoir celle de la relation entre l'indologie et d’autres disciplines qui étudient l'Inde （l’ethnologie, mais 
aussi les disciplines historiques autres que la philologie）, constitue un beau sujet de débat.”
17  ここではベンガル語、ビルマ語、カンナダ語、マラーティー語、タミル語、ウルドゥー語が開講された。前
掲 Dietmar Rothermund , http://www.iias.nl/iiasn/iiasn6/south/heidel.html。














25  主著 A Grammar of Modern Tamil, Pondicherry Institute of Linguistics and Culture, 1989。
26  前掲 Dietmar Rothermund , http://www.iias.nl/iiasn/iiasn6/south/heidel.html。
27  かつては、Prof. Clive Bell（経済学）、Prof. Hans Georg Bohle（地理学）、Prof. Anna Libera Dallapicolla（美術史）













34  2012年 7月 2日付け研究所 HPの「新着情報」により、5年の延長許可を知り得た。
